
2008年9月に起きた米国投資銀行の破綻（はたん）に端を
発する世界同時不況の出口は，いまだはっきりと見えており
ません。世界各国の指導者も海図なき海をさまよっているか
の観があります。同時に日立グループもこの不況の影響など
により創業以来の危機的状況に直面しています。このような
事態が，日立創業100周年を目前にして起きたことは「100
年の轍（てつ）を振り返り初心にかえれ」という原点回帰へ
の啓示なのではないでしょうか。
さて日立グループのグローバル化の歴史を振り返ってみる
と，その第一歩は1920（大正9）年の南満州鉄道株式会社納
め75馬力プレートファンの輸出にたどり着きます。日系企
業以外への直接輸出は，1930（昭和5）年，旧ソビエト連邦
政府に納めた電動機・変圧器が嚆矢（こうし）となります。
1935（昭和10）年には日立初の海外拠点がインド・ボンベイ
（現ムンバイ）駐在所として設立されました。また重電プラ
ントの輸出は，1939（昭和14）年，ブラジル・マカブ発電所

納めの水力発電設備が第一号でした。まさにBRICs諸国そ
ろい踏み，日立のグローバル化は新興国の市場開拓から始
まったと言えるでしょう。
ところで，良くも悪くも新興国市場に関する話がかまびす

しく思えます。不況に対する新興国への期待と不安が入り混
じった記事がメディアを駆け巡っています。しかし，十把一
絡げに新興国を論じるのは非常に危険であると言えます。各
新興国の経済は地理的・歴史的・文化的背景の下，非常に多
様性に富んでいます。
この点を踏まえて，overviewでは豊富な天然資源，増加を
続ける人口，中国・インド両大国への地理的位置などの要素
を勘案し，中東諸国をはじめとするインド洋経済圏の成長性
に注目すべきであることを紹介しています。また各論文は地
理的・歴史的・文化的要素に起因する特色あるニーズとこれ
に対応する日立グループの製品・技術について記しました。
具体的には，（1）鉱物資源開発と建設機械，（2）食糧資源開
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発と農業 ITシステム，（3）人材開発と教育システム，（4）都
市開発と水処理システム，（5）医療の高度化と画像診断シス
テム，（6）新産業育成とデータセンター事業へのチャレンジ
および工業団地への社会インフラ提供，（7）イスラム教の情
報発信と放送システムなどを取り上げました。

overviewには，これらのケースを敷衍（ふえん）して新興
国で社会イノベーション事業を展開するためのイノベーティ
ブマーケティングの必要性と，その具体的な結実として協創
ソリューション構想も示しています。
さらに新興国開拓にあたって技術・マーケティングととも
に必要な要素には，ブランド力と現地経営があります。この
点，ブランド力について日立金属グループのマレブル継手と
コンベヤチェーンを，現地経営については，日立アプライア
ンス株式会社の空調事業におけるブラジル法人の事例を紹介
しています。
また南極観測船｢しらせ｣に搭載する電気式推進装置につ
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いても，地球最後のフロンティア南極をめざす「しらせ」の
イメージが新興国開拓を象徴的に表していると思い，取り上
げました。
冒頭で未曾有の経済危機を「海図なき航海」にたとえてみ

ましたが，本特集が読者の皆様の新興国に対する理解を促進
する「海図」となり，「推進装置」となれば幸いです。
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新興国発展に寄与する
日立グループの技術貢献
新興国市場が注目されて久しい。
それぞれの国・地域は， 人口も， 国土の広さも， 気候も， 歴史も， 文化も， 習慣も，
経済状況も異にするが， そこに暮らす人々が幸福や発展を願う気持ちと， 
その前提としての生活基盤と経済基盤の確立に対する希求は変わらない。
日本をはじめとする先進諸国は， それらの基盤をいち早く整え， 
安心や豊かさを手にし， 成長を遂げてきた。
先進諸国と企業には， 経験や技術で新興国・地域の発展に寄与していくことが期待されている。
世界各地で事業を展開する日立グループがめざすのも， 
まさしく国や地域の発展と調和した協創のビジネスである。 
必要とされるところに， 必要とされる技術を提供し， 共に成長を実現していく。 
その先にある幸福と発展の形を思い描きながら──。
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